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平成 26 年６月期連結業績予想の修正および繰延税金資産の計上に関するお知らせ 

最近の動向を踏まえ、平成25年11月12日に公表いたしました平成26年６月期の連結業績予想を下記の通り修正

いたしましたので、お知らせいたします。 

 また、平成26年６月期第２四半期連結累計期間におきまして、繰延税金資産を計上する見込みとなりましたの

で、お知らせいたします。 

 

記 
 
１．繰延税金資産の計上について 

当期の業績進捗を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性を慎重に検討いたしました結果、平成 26 年６月期

第２四半期連結累計期間において、繰延税金資産を計上し、法人税等調整額の戻入２億 30 百万円を計上す

る見込みとなりました。 
 

 

２．平成 26 年６月期第２四半期連結累計期間の連結業績予想数値の修正（平成 25 年７月１日～平成 25 年 12

月 31 日） 

                                     （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益 

前回予想（Ａ） 20,000 600 650 450 34.00 

今回修正（Ｂ） 21,500 850 850 900 68.00 

増減額（Ｂ－Ａ） 1,500 250 200 450  

増 減 率（％） 7.5 41.7 30.8 100.0  

（ご参考）前期実績 

（平成 25 年６月期） 
17,529 △111 △128 △942 △70.31 

 

修正の理由 

当第２四半期累計期間における業績は、Windows XP の移行需要と年末商戦の盛り上がりから、主力の

液晶モニターやハードディスクの販売が好調に推移し、売上高は前回予想を上回る見込みであります。ま

た、利益面に関しましても、好調な販売の下、採算の維持確保に努めました結果、前回予想を上回る見込

みとなりました。なお、当期純利益につきましては、上記１に記載のとおり、法人税等調整額の戻入を計

上する影響も加わり、前回予想を上回る見込みであります。 
以上により、第２四半期連結累計期間の業績予想を修正いたします。 
 

 

 



 

３．平成 26 年６月期通期の連結業績予想数値の修正（平成 25年７月１日～平成 26 年６月 30 日） 

                                     （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益 

前回予想（Ａ） 40,500 1,100 1,200 900 68.00 

今回修正（Ｂ） 43,000 1,500 1,500 1,400 105.78 

増減額（Ｂ－Ａ） 2,500 400 300 500  

増 減 率（％） 6.2 36.4 25.0 55.6  

（ご参考）前期実績 

（平成 25年６月期） 
36,671 624 533 △356 △26.64 

 

修正の理由 

今後当社グループの第３四半期連結会計期間においては、Windows XP の移行需要や消費増税前の駆け込

み需要の拡大が見込まれますが、第４四半期連結会計期間にはその反動も懸念されており、予断を許さぬ状

況にあります。こうした状況の下、第 2 四半期連結累計期間の経営成績を踏まえ、通期計画を精査しました

結果、売上高、各利益ともに前回予想を上回る見通しにありますことから、通期の業績予想を修正いたしま

す。 
 
 

以 上 
 


